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"APPGALLERY”の構成

APPGAしLERYでは,豊富な流通部品を利用した,視覚的なアプリケーション開発を可能にするとともに,業務分野固有

の部品を開発し,その部品の使い方のノウハウを再利用するための支援機能を提供している｡

計算機環境のCSS(Client Server System)化に

伴い,エンドユーザー自身が業務システムを効率よ

く開発できるツールが求められている｡そのため,

エンドユーザーによる業務アプリケーションの開発

とカスタマイズを容易にする"APPGALLERY”を

製品化した｡

APPGALLERYでは,ソフトウェアを部品化し,

それらの部品を｢視覚的につなぎ合わせる+という

方法で業務システムを開発する｡さらに,｢部品のつ

なぎ合わせ方のノウハウ+を再利用する機能も提供

している｡典型的なアプリケーションはコーディン

グレスで開発できる｡ソフトウェア部品としては,

業界標準のプログラム聞達携技術"OLE”1)を採用し

ており,サードベンダが開発した流通ソフトウェア

部品を利用することができる｡

*I_】立製作所情報･通信開発本部
**

日立製作所ソフトウェア開発本部 ***日立製作所情報システム事業部
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n はじめに

CSS化が浸透し,計算機システムの適用による業務の

効率化がさらに進行するとともに,業務アプリケーショ

ン開発の生産性をさらに高めるためのプログラミング環

境が要求されるようになってきている｡そこで,ハード

ウェア産業では常識となっている｢規格化されたインタ

フェースを持つ部品の組合せ+によるシステム開発方法

を,ソフトウェア開発へも適用して生産性を向上させよ

うとするコンポーネントウェアの考え方が現れてきた｡

一九 ハードウェアの低価格化と高性能化により,1

人1台の計算機環境が広がりつつある中で,情報システ

ム利用者の要求仕様が高度化･個人依存化し,アプリケ

ーション間発が従来のシステム部門主導型からエンドユ

ーザー主導型へと移行している｡さらに,エンドユーザ

ー自身が開発またはカスタマイズ‾可能なアプリケーショ

ン簡易開発環境を要求する声も高まっている｡

ここでは,このような背景の下で開発した,部品組立

型のエンドユーザー向けアプリケーション開発環境

``APPGALLERY”の特徴と機能について述べる｡

8 "APPGALLERY”の特徴

APPGALLERYは,エンドユーザーでも容易にアプリ

ケーションが開発できる環境とするために,以IFに述べ

る機能を提供している｡

(1)エンドユーザー部門向けの機能として,｢視覚的に部

品をつなぎ合わせる+という形態でアプリケーションを

開発する環境を提供する｡さらに,｢部品のつなぎ合わせ+

を視覚的に誘導･支援する機能を提供することにより,

テキストプログラミングなしのアプリケーション開発を

可能にする｡

(2)システム部門向けの機能として,業務分野に応じた

汎(はん)用的な部品とその部品の利用をガイドする機能

を開発するための環境を提供する｡これにより,エンド

ユーザー部門とシステム部門との分業体制による効率的

なアプリケーション開発を実現する｡

(3)パーソナルコンピュータ環境でプログラム聞達携の

ための業界標準技術となっているMicrosoft別のOLE

2.0を,ソフトウェア部品の規格としてサポートする｡こ

れにより,OLEをサポートした流通ソフトウェアを自在

に組み合わせたシステム構築を可能にする｡

※)Microsoftは,米国MicrosoftCorp.の鷲録商標である｡
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8 APPGALLERYが提供するAP開発支援機能

3.1アプリケーションビルダ

アプリケーションビルダは,業務プログラムを,部品

(アイコンで表現)とコネクタ(複数のアイコンをつなぐ

線)で視覚的に組み立てるエディタである｡アプリケーシ

ョンビルダは,処理l勺容を視覚的に記述する作業空間と

してのキャンバスと,利用可能な部品を格納する部品パ

レットの二つのウィンドウによって構成される(図1参

照)｡アプリケーション開発の流れは,(1)利用する部品の

アイコンを,部品パレットからキャンバスへドラッグア

ンドドロップすることによI),部品の実体を作成し,(2)

キャンバス上では,生成された部占占の実体をコネクタで

関連づけるという基本操作で構成される｡

部品は,一般のオブジェクト指向言語で定義するクラ

スに相当し,部品の内部状態を表すプロパティと,部品

の内部状態に対して外部から操作を行うためのメソッド

をインタフェースとして持っている｡さらに,部品の小

には,部品の内部状態の変化などを外部へ通知するため

のイベントを持つものもある｡一方,コネクタは,それ
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図lアプリケーションビルダによるアプリケーションの作成

部品パレットから使用する部品をキャンバスにドラッグ アンド

ドロップする｡キャンバス上では,複数の部品をコネクタで関連づ

ける｡コネクタの処理内容は,スクリプトエディタでテキストコー

ディングする｡
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につなげられた部品をパラメータとして起執するプログ

ラムである｡コネクタプログラムは,図1に示すスクリ

プトエディタを用いてコーディングする｡言語としては,

BASIC(Beginner's All-1)urpose SymbolicInstructioII

Code)を拡張したものを提供している｡コネクタの実行

制御方式は｢イベント駆動彗竺+であり,キャンバストの

部品がヲ糾ミするイベントによってコネクタを起動する｡

以上のようにAPPGALLERYでは,アプリケーション

を定義するビジュアル言語として,アプリケーションの

l和白了遷移やマクロな処理の流れが記述できるようなレベ

ルのものを採用し,細かい処理ロジックはテキスト型言

呂了テでコーディングを行うという方法を採用した｡これは,

｢おおまかな業務の流れを記述するユーザー(エンドユー

ザー)と,細かいロジックを記述するユーザー(システム

部門ユーザー)は異なる+,｢巽なるユーザーには異なるツ

ール･i;語を提供すべきである+という‾考え方に才占づい

ている｡この結米,キャンバス上に視覚的に定立された

プログラムを見ると,エンドユーザーでもその処理概安

を読み1r丈ることができるという大きな利∴了を得ている｡

3.2 スタッフ機能

スタッフとは,部占占を接続するコネクタの作成を支援

するための対話巧リブログラムである｡APPGALLERYで

は,ユーザーが上巳述する頻度の■試し-コネクタを牛成する

ためのスタッフ群をスタッフライブラりという形態で提

供している｡

キャンバスでは,部.■汀■-のアイコンを別の部品のアイコ

ンの_卜にドラッグアンドドロップで毛ね介わせた1現ミ

に,その部.即日を関連づけるコネクタを′l三成するための

スタッフがライブラリから検索される｡ユーザーは,検

索されたスタッフの小から,部品間に設定したい処理に

過したスタッフを選択･起勤し,さらに,スタッフが提

ホするダイアログにコネクタを起則するイベントや処珊

のパラメータなどを設立するだけで,†‾I的の処雌を行う

コネクタを白軌′Ⅰ三成することができる(図2参月そi)｡

このスタッフ機能を片卜､ることにより,典型的な処理

に関しては,コーディングレスでアプリケーションを作

成することが‾‖†能になる｡

なれ スタッフは,AI)1)GALLERYアプリケーション

の一椎であり,過nl業務分野固有のアプリケーション間

光子順や部品の使い方のノウハウをユーザー個別のスタ

ッフとして開発し,†斬り糊することが‾叶能である｡

3.3 部品ビルダ

AI)PGALLERYでは,適別業招分野に応じた部一石--を開
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図2 スタッフを用いたコネクタの生成

キャンバス上で部品のアイコンに他の部品のアイコンをドラッ

グアンドドロップで重ね合わせると,利用可能なスタッフが検索

される｡選択したスタッフの表示するダイアログにこたえるだけ

で,部品問のコネクタが自動生成される｡図の例では,グラフ部品

アイコンにテーブル部品アイコンを重ね.テーブルのデータを基に

グラフを作成･表示するためのコネクタを生成するスタッフを起

動している｡,

発するためのツールとして部品ビルダを提供している｡

部品ビルダでは,部品のインタフェースとして,プロパ

ティ,メソッド,イベントを定義する｡メソッドの処理

内科ま,スクリプトエディタで定義する(図3参照)｡

部.抗ビルタて､は,アプリケーションビルダで作成した

キャンバスそのものを部品化することも■可能である｡キ

ャンバスを部品化したキャンバス部品は,アプリケーシ

ョンビルダでプログラムしたキャンバスに,｢部品+とし

てのインタフェースを走去するだけで作成できる｡この

キャンバスの部.糾ヒ機能により,アプリケーションの二l‾li

利別が促進される｡さらに,キャンバスをド削削くパこ定義

することにより,裡雑な業務プログラムを視覚的に見や

すく左毒することを‾叶能にしている｡

巴 APPGALLERY組込み部品

APP(iALLERYでは,アプリケーショ ンのGUI

(GraphicalUserInterface)を構築するための基本部品

群とともに,ビジネスアプリケーション向けの部品群を

捉伏している(表1参月てi)｡これらの部占占はすべて,OLE

オートメーション機能をサポートした部品であり,コネ
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部品ビルダ

ユーザー部品
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イベント

ユーザー劫品化

:♯品の内部状態

内缶状蟹に対す
:る提伴

内缶状態の変更

一通知など

乗務分野固有の処理
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図3 部品ビルダを用いたユー

ザー部品の作成

部品ビルダでは,部品の内部状態

をデータとして格納するプロパテ

ィ,部品の内部状態に対して外部か

らの操作を可能にするメソッド,さ

らに,部品内部状態の変化などを外

部に通知するためのイベントを定義

する｡メソッドの処理内容は,スク

リプトエディタを用いて定義する｡

また,部品ビルダでは,アプリケー

ションビルダで作成したキャンバス

を部品化することも可能である｡

表I APPGALLERY組込み部品一覧

APPGALLERYでは,開発環境のほかに典型的なビジネスアプリケーションの開発に必要とされる部品群を提供している｡

カテゴリー 部品名 主な機能
OLE

コンテナ

0+E

オートメーション

OLE

カスタムコントロール

基本部品

フォーム GUlの台紙,DB連携機能 C) ○

コントロール
ボタンやラベルなどG川の

基本構成要素(約】0種葉頁)
○ C)

ビジネス

向け部品

テーフノレ テーブル型データの加工 ⊂) ○

グラフ 12タイプのグラフ作成 ○ ○

レポート 帳票作成,集計機能 〔〕 ○

DBアクセス qBEなどを用いたDBアクセス ⊂)

マルチメディア 動画,静止画,音声の表示･再生 C) ○

注:略語説明

DB(Database),QBE(QuerybyExample)

クタブログラムの中から操作可能なメソッドとプロパテ

ィを公開している｡また,OLEカスタムコントロールの

規格を満たす部品は,GUIの構成要素としてOLEコンテ

ナであるフォームに埋め込んだ形で用いる｡OLEカスタ

ムコントロール部品は,GUIを通したユーザーの操作な

どに連動してイベントを発行する機能を持ち,コネクタ

の実行を制御することができる｡

8 おわりに

ここでは,視覚的なソフトウエア部品の組寸二によって

アプリケーション開発を容易にする"APPGALLERY”

の基本機能について述べた｡

APPGALLERYでは,業界標準のソフトウェア部品ア

ーキテクチャOLEを採用することにより,豊富な流通部

品を利用したアプリケーション開発を可能にする｡さら

に,システム部門や独立の部品ベンダが,業務分野ごと

の部品や部品の使い方を支援するスタッフを開発し,エ

ンドユーザー部門やSI(SystemIntegration)ベンダが,

その部品とスタッフを駆使して視覚的に業務プログラム

を開発する,分業体制による効率的なエンドユーザー

コンピューティングを実現するためのツール群を提供し

ている｡
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